
ミ
ッ
ド
群
が
あ
る
。モ
ン
タ
ナ
歴
史
品
子
会
で
は
、
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

群
は
未
知
の
羊
飼
い
の
一
団
の
た
め
に
建て
ら
れ
た
標
識
と
も
考
え

ら
れ
る
と
報
告し
て
い
る
。

し
か
し
、
調
ペ
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
ミニ
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
数

千
年
来
の
も
の
で
、
羊
飼
い
た
ち
が
現
れ
た
時
代
よ
り
も
、
は
る
か

に
昔
の
こ
と
だ
と
判
明
し
、
謎
は
よ
り
深
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た

、

ア
リ
ゾ
ナ
州
の
ギ
ラ
・
ベ
ン
ド
に
近
い
ペ
イ
ン
テ
ッ
ド・
ロ

ッ
ク
貯

水
池
で
、
一
九
五
九
年
ア
リ
グ
ナ
大
学
の
考
古
学
者
に
よ
っ

て
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
紀
元
九
O
O
年
1

一
二0
0

年
ま
で
の
時
代
に
建
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
が
宗
教
的
な
目
的
の
た
め
に
使
っ
た
も
の
だ
と
説
明
さ
れ
て
い

e
Q。

－
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
語源
は
砂
お
菓
子
々
？

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
謎
を
研
究
す
る
際
に
、
最
初
に
ぶ
つ
か
る
の
は
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
と
い
う
名
前
の
起
源
で
あ
ろ
う
。
明
ら
か
に
、
英
語
の
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
（
司J『
同
〉
Z
H巴
）
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
ピ
ラ
ミ
ス
（
H
U
J
ヘ
同l

Z
H
∞
被
数
は
司
Jへ
同
〉
Z
H
口
開
∞
）
か
ら
来
た
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る

。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ピ
ラ
ミ
ス
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
。
小
麦
粉
で
つ

く
っ
た
菜
子
。
を
意
味
す
る
か
ら
よ
く
語
源
が
分
か
ら
な
く
な
る
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
一
誌
で
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
こ

t

を
「
メ
ル
」
と
呼
ぶ。

し
た
が
っ
て
、
「
メ
ル
」
と
「
ピ
ラ
ミ
ス
」
の
問
に
は
関
連
性
は
薄
い

と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

現
在
の
と
こ
ろ
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
語
糠
は、
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
群
を
速

く
は
な
れ
て
見
た
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
か
お
菓

子
。
と
い
っ
た
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る0

・
現
代
の
驚
異
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
・
パ
ワ
ー

ア
メ
リ
カ
で
は
丘
、
六
年
前
か
ら
、
？
と
く
に
若
者
の
あ
い
だ
で

、

「
謎
の
エ
、
亦
ル
ギ
l

」
と
し
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
・
パ
ワ
l

の
ブ
ー
ム
が
巻

き
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
れ
・
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形
を
し
た
も
の
の
中
で

は
独
特
の
工
、
小
ル
ギ
ー
が
発
生
し
、
使
い
古
し
た
カ
ミ
ソ
リ
の
刃
が
再

生
さ
れ
た
り
、
植
物
の
成
長
が
促
進
さ
れ
た
り
す
る
と
い
う
不
思
議
な

，

現
象
で
、
大
学
で
も
そ
の
研
究
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ま
た
、
大
型
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
使
っ
て
睡
眠・
眠
想
の
実
験
、
ノ
イ
ロ

ー
ゼ
や
神
経
痛、
冷
え
症
な
E

の
申
霊
但
に
も
治
療
実
験
が
行
わ
れ
て

い
る
の
も
単
な
る
プ
l

ム
と
は
い
え
な
い
何
か
が
あ
る
に
ち
が
い
な

N・
守
．
m
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－
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
辞
典
制
作
に
当
た
っ
て
、
次
の
文
献
を
参
考
に
し
ま
し

た
0

・
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
の
謎

J

・
P

－
ロ

エ
ー
ル
著
・
滋
井
俗
六
訳

－

埋
も
れ
ト
誌
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
M
・
z

・
ゴィ
、
み
ム
著・
矢
島
文
夫
訳

・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

ω
の
謎
酒
井
健
六
著

－
謎
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
パ
ワl
B

・
シ
ュ
l

ル
、
E

・
ペ
テ
ィァ
ト
共
著
・
井
上
篤
夫
訳

・

未
来
へ
の
遺
産
金
5
巻
学
習
研
究
社

－

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
秘
需
産
報
ジ
ャ
ー
ナ
ル

・

王
と
村
t

ナ
イ
ル
鈴
木

八
司
著

－

古
代
七
不
思
議
の
旅
文
芸
春
秋

－

古
代
ア
ス
テ
カ
王
国
増
田
義
郎
著

・

太
陽
t

月
の
神
殿
増
田
義
郎
著

し、
。

東
京
・

渋
谷
に
は、

こ
う
し
た
器
具
を
売
っ
て
い
る
の
で
有
名
な

店
が
あ
る
。

圃
ア
メ
リ
カ
で
急
増
す
る
ピ
ラ
ミ
ッド
型
建
築

一
九
七
二
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
ピ
ル
が
出
現

し
て
世
界
中
を
あ
っ
と
い
わせ
た
が
、
そ
の
後
続
t々

ピ
ラ
ミ
ッ
ド

建
築
が
増
え
て
き
た
。

一
九
七
四
年
に
は
、
テキ
サ
ス
州
ヒ

ュ
ー
ス

ト
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
統一教
会
が
ギ
ザ
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
実
物
大

の
大
き
さ
で
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
教
会
を
建
て
話
題
に
な
っ
た
。
し
か

も
、
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
基
未
方
位
の
真
北
に一
致
さ
せ
、
ギ
ザ
の

大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
よ
り
も
六
O
倍
の
正
確
さ
で
、
東
西
南
北
に
寸
分
の

狂
い
も
な
く
合
わ
せ
て
建
て
ら
れ
た。

な
お
、
増
田
義
郎
氏
に
は
「
マ
ヤ
・
ア
ス
テ
カ
・
イ
ン
カ
文
明
主
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
の
項
で
取
材
に
協
力

し
て
レ
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
レ
ス
ト
ラ
ン
、
劇
場
、
個
人
住
居
、
治

療
科
学
研
究
所
、
ア
パ
ート
な
ど
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
建
築
が
急
増
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る

「ピ
ラ
ミ
ッ
ド

・

パ
ワ

ー
」
を
利
用
し
た
建
築
物
で
、
現
在
、

ク
心
。

一
つ
の
プ
1

ム
と
な
っ
て
い

－
映
画
・
音
楽
・
文
学
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

ブ
ー
ム

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
歴
史
学
、
韓
銃
歪
子
の
み
な
ら
ず
、
映
画
や
音
楽
な

ど
の
娯
楽
の
面
で
も
、
主
役
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
映
画
な
ら

「王
家
の
谷
」
（
メ
ト
ロ
）、

「
太
陽
の王
子
フ
ア
ラ
オ
」
（
ヘ
ラ
ル
ド
コ
太

陽
の
帝
王
」
（
ユ
ナ
イ
ト
）
、
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
（
ワ

l

ナ
l

）
な
ど
。
青
楽

で
は
M
J
Q

、
オ
ノ
ヨ
l

コ
、
M
J
Q

か
ら
独
立
し
た
ミ
ル
卜
・
ジ

ャ
ク
ソ
ン
の
L
P

の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
あ
る
。
ま
た
ヨ

ガ
用
レ
コ
ー
ド
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
パ
ワl
」
（CB
S

ソ
ニ
l

）
も
つ
い

最
近
発
売
さ
れ
話
題に
な

っ
て
い
る
。

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
素
材
に
し
た
本
も
数
多
く
あ
り
、
有
名
な
も
の
で

は
パ
ッ
カ
ー
ド
著
作
集4
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
登
る
人
々
」
（
昭
位
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
社
）
、
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
社
会
の
底
辺
か
ら
」
（
森
村
誠

一

昭

M
E
7
3、
ツ
ピ
4

日
、
講
談
社
）
「
金
字
塔
四
角
に
飛
ぶ
」
（
小
栗
虫
太
郎
昭
日
、
桃
源
社
）

な
ど
が
あ
る
。。

＠
．
也
守
－

単位＝ m
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表
石
は
白
色
で
、
採
石
地
は
対
岸
に
求
め
な
け
れ
ば
良
質
の
も
の

は
得
ら
れ
な
い
。
強
度
は
本
体
石
と
同
程
度
で
あ
る
。
t

こ
ろ
が
、

E
N
Z
E
5
ロ

F
2
E
E

片
岡
山
口
∞3
2
5
5
5
3「
建
設
？
と
は

運
搬
な
り
L
と

r
フ
。

い
ま
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
建
設
計
画
に
当
た
っ
て
私
た
ち
グ
ル
ー
プ

が
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
の
も
、
そ
れ
で
あ
っ
た
。
正
し
い
手
順
で
、
正

し
い
場
所
へ
、
正
し
い
時
間
に
運
搬
が
行
わ
れ
る
た
め
に
、
ど
ん
な

準
備
と
い
か
な
る
計
画
が
必
要
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
準
備
t

計
画
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
つ
め
て
い
く
と
、
そ
こ
に
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
の
持
つ
創
造
の
美
が
生
ま
れ
て
く
る
。

こ
こ
に
、
多
く
の
資
料
を
も
と
に
、
大
林
組
の
技
術
の
粋
を
集
め

た
研
究
の
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

＠
な
ぜ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
建
設
計
画
を
た
て
る
か

古
代
人
が
営
々
辛
苦
築
い
た
巨
大
な
建
造
物
に
は
そ
の
建
設
目
的
、

規
模
、
技
術
な
E

、
現
代
の
私
た
ち
に
は
計
り
知
れ
な
い
謎
が
秘
め

ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
巨
大
建
造
物
の
必
要
を
求
め
た
当
時
の
社
会
的
、
政
治

的
背
景
が
あ
り
、
私
た
ち
は
敬
慶
な
態
度
で
、
こ
れ
に
接
す
る
こ
と

が
最
も
自
然
な
姿
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
私
た
ち
が
本

当
に
そ
の
偉
大
き
を
涼
く
認
識
し
、
評
価
し
、
称
賛
す
る
に
は

、
も

っ

と
積
極
的
に
近
づ
き
、
当
時
の
人
に
な
り
き
っ
て
そ
の
困
難
さ
に
接

す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
、

現
代
の
私
た
ち
は
彼
ら
と
価
値
観
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
さ
ま
ざ
J
み

な
技
術
を
継
爪
し
てA
I
Hに
至
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
困

難
き
に
は
、
お
の
ず
と
差
異
が
あ
り
、
等
価
で
判
断
す
る
こ
と
は
危

険
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
あ
の
雄
大
な
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

前
に
立
つ
時
、
現
代
な
ら
ば
ど
の
く
ら
い
の
年
月
と
費
用
、
そ
し
て

労
働
力
で
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
誰
し
も
が

皮
は
与
え
て
み
る
に
ち
が
い
な
い
。

特
に
建
設
に
携
わ
る
技
術
者
に

す
れ
ば
、

き
と
巧
織
の
交
錯
し
た
建
造
物
は
、
」
t

さ
ら
に
魅
－M

的
、

で
あ
ろ
う
。

こ
t

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
関
し
て
い
え
ば
、
四
千
六
百
年

の
昔
、
膨
大
な
労
働
力
を
動
員
し
得
た
権
力
者
へ
の
驚
き
に
加
え
て
、

こ
の
大
事
業
を
企
阿
推
進
し
た
ス
タ
ッ
フ
、
す
な
わ
ち
頭
脳
集
問
と
、

こ
れ
を
支
え
た
組
織
力
、
技
術
力
の
呈
と
質
を
評
価
し
た
い

。

特
に
権

力
、
財
力
の
下
て
要
求
さ
れ
る
内
等
仁
、
組
織
と
技
術
は
い
か
に
こ

か
ら
求
め
、
加
工
精
度
も
同
等
と
す
る。

同
建
設
技
術
は
現
代
の
技
術
を
駆
使
す
る。

同
主
要
な
工
事
機
械
は
日
本
よ
り
現
地
に
持
ち
込
む

。

付
設
計
な
ら
び
に
施
工
管
理
は
大
林
組
社
員
が
主
体
t

な
り
、
現
地

ス
タ
ッ
フ
の
協

h
e
T求
め
る

。

＠
資
料
の
収
集
と
仕
様
の
決
定

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
研
究
は
盛
ん
で
あ
る
。

降
、
急
速
に
文
献
が
増
え
た
の
で
あ
る
が
、
私
た
ち
は
、
現
在
入
手

で
き
る
さ
ま
ぎ
ま
な
資
料
を
も
と
に
検
討
を
進
め
た。

エ
ジ
プ
ト
で
は
カ
イ
ロ
国
立
博
物
館
を
は
じ
め
、
国
立
図
書
館
、

ヘ
ル
ワ
ン
大
学
、
観
光
省
、
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
、
領
事
館
お
よ
び
図

書
館
に
そ
の
資
料
を
求
め
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
ル
ー
ブ
ル
博
物

館
の
推
薦
し
た
ゴ
ワ
イ
オ
ン
氏
著
「
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設
者
の
秘
密
」

を
入
手
し
た

。

国
内
に
あ
っ
て
は
、
国
立
図
書
館
所
蔵
の
資
料
、
エ

ジ
プ
ト
大
使
館
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
既
刊
の
書
籍
文
献
等
々
に
加
え
、

現
地
調
査
資
料
か
ら
第

一
ペ
ー

ジ
の
設
計
図
を
作
成
し
、
次
の
よ
う

な
仕
様
を
得
た。

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
高
さ
、
基
面
幅
、
勾
配
、
本
体
石

の
質
と
量
、
各
段
の
石
の
大
き
さ
、
表
石
の
形
状
寸
法
、
仕
上
が
り
の

精
度
、
玄
室
の
広
き
と
巨
石
の
寸
法
な
ら
び
に
採
石
地
、
石
と
石
の

間
隙
処
理
、
回
廊
の
構
造
、
こ
れ
ら
を
取
り
ま
と
め
た
の
が
、
お
・

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
遠
征
以

お
・
幻
ペ1
ジ
の
表
で
あ
る
。

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
こt
は
、
本
体
石
、
表
石
の
材
質t
、
石
積

み
の
精
度
の
で
あ
る
。
下
層
部
の
基
底
か
ら
四
段
は
、
カ
ミ
ソ
リ
の
刃

も
入
ら
ぬ
ほ
ど
密
着
さ
せ
、
上
部
に
進
む
に
つ
れ
て
、
そ
の
間
隙
は

広
が
っ
て
い
る。

現
地
調
査
の
結
果
、
大
回
廊
や
玄
室
の
空
間
部
を

除
き
、
全
体
で
数
%
の
空
隙
が
あ
る
と
推
定
さ
れ、
各
所
に
そ
の
空

隙
を
埋
め
る
た
め
の
漆
喰
の
さ
れ
た
跡
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
本
体

ひ
と
口
に
石
灰
岩
と
は
い
え
、
ギ
ザ
付
近
に
産
出
す

る
そ
れ
は
強
度
も
比
較
的
小
き
く
、
き
め
の
細
か
い
良
質
の
大
谷
石

程
度
を
推
定
し
て
間
違
い
な
い。

し
か
も
、
ギ
、
ザ
付
近
に
は
、
そ
れ

ら
が
水
平
層
状
じ
そ
し
て
広
範
囲
に
露
出
し
、
現
地
の
高
台
に
は
無

回
公
戚
に
宇
の
る
。

石
の
材
質
は、

た
え
て
き
た
か
、
非
常
に
興
味
が
わ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
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建
設
に
は
抵
抗
が
あ
ろ
う。

し
か
し
、
建
設
を
前
提
に
計
画
を
試
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
時
代
を
越
え
て
建設
技
術
に
対
す
る
正
し
い
評
価
、

す
な
わ
ち
建
設
の
技
術
を
問
い
直
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
、

あ
え
て
私
た
ち
は
こ
の
計
画
を
試
み
た
の
で
あ
る。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

高
き
、
勾
配
、

一個
一
個
の
石
の
大
き
き
を
決
定
し
、
そ
れ
ら
を
積

み
上
げ
る
過
程
に
は
、
美
に
対
す
る
感
覚
と
豊
富
な
経
験
が
必
要
で

あ
る

。
す
な
わ
ち
。
技
術
と
は
合
理
で
あ
り
、
原
理
原
則
の
発
見。

で
あ
る
。

「
建
設1
ζ

は
運
搬
な
り
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
建
設
が
創
作
の

美
、
機
能
の
負
荷
、
構
造
の
解
析
、
素
材
の
選
択
を
経
て
、
実
際
に

物
を
造
る
フ
ィ
ー
ル
ド
作
業
の
段
階
に
な
れ
ば
、
ぞ
れ
は
、
正
し
く

垂
直
水
平
の
運
搬
活
動
で
あ
る
。
正
し
い
手
順
で
、
正
し
い
場
所
へ
、

正
し
い
w
時
間
に
運
ば
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
な
こ
の
運
搬
に
は
、
周
到

な
計
岡
t

準
備
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
良
否
に
よ
っ
て
、
建
設
の
費

ｷ' ，.，いり！’；•；··丹市＂~~＇.＇.主~？＂明·＂＂·：＇：：，~·予；.－~ii;'l';'>iLf町内川河明フ？に；.： ~，，. J::: ?'.'L·；；＂；＂：；も＇＇－＂＇＇：＇V ＇•·、 f.iヤ~｝7で主：； :c、弘？？でがLマロコグ＇.~－：＂Z＞：.＇＇：：：·＂）＂：ア1宏司倍；百：液型号2\'1~＇刊＇.'B-Dぞうな~"i ；ペアド

用
と
期
間
は
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

＠
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
ど
こ
に
建
て
る
か

計
岡
立
案
に
先
立
ち
、
次
の
よ
う
な
条
件
を
設
定
し
た。

ハ円建
設
す
る
場
所
は
エ
ジ
プ
ト
の
ギ
、
ザ
郊
外
L
守
る

。

（
位
置
図
参
照
）

ω
規
模
は
ク
フ
王
の
も
の
と
同
型
と
す
る。

円
石
材
は
古
代
人
の
使
っ
た
も
の
と
同
質
の
も
の
を
同
様
の
採
一
七
場

玄
室
を
形
成
す
る
花
山
岡
岩
の巨石
は
付
近
の
い
ず
こ
を
探
し
て
も
見

吋
た
ら
ず
、
遠
く
千
キ
ロ
も
離
れ
た
ア
ス
ワ
ン
ダ
ム
近
辺
に
ま
で
求

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に

巨
石
の
う
ち
最
大
の
も
の
は
、
五

運
搬
し

百
ト
ン
に
も
上
り
、
こ
れ
ら
は
全
く
別
の
方
法
で
採
石
し
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

。
建
設
計
画
の
要
点

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設
に
必
要
な
石
の
数
を
計
算
し

そ
れ
を
採
石
、
検
査
、
運
搬
、
据
え
付
け
t

い
う
四
工
程
に
分
け
た。

し
か
し
、
問
題
は
本
体
構
築
の
場
が
面
積
的
に
も
空
間
的
に
も
非
常

に
小
さ
い
こ
と
で
あ
る
。

特
に
据
え
付
け
の
工
程
に
お
い
て
、
そ

の
問
題
が
生
じ
る
。

と
い
う
の
は
、
角
錐
状
の
構
造
物
は
工
事
が
進

ま
ず
私
た
ち
は
、

み
、
古
川
き
が
増
せ
ば
工
事
量
は
激
減
す
る
。

す
な
わ
ち
、
基
辺
の
石

の
量
を

一
と
し
た
時
、
高
さ
が
半
分
ま
で
上
れ
ば
、
石
の
量
は
四
分

の

一
仁
減
少
す
る
。

さ
ら
に
作
業
面
積
も
同
様
に
減
少
す
る

。

（
表

お
ぺ
l

ジ
）

こ
の
中
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
高
さ
六
十灯
（
全
体
の
十
分
の

四
）
で
全
石
数
の
八
O
%
を
施
工
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
、
』
と
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
石
を
垂
直
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
の
困
難
さ
は
こ

こ
か
ら
始
ま
り
、
垂
直
移
動
の
工
夫
こ
そ
が
、こ
の
工
事
の
鍵
と
な

る
こ
と
が
お
の
ず
t

分
か
っ
て
く
る
の
で
あ
る。

＠
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
の
建
設
計
画

ハ門
労
働
者
の
街
づ
く
り

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設
に
は
当
時
毎
日二
十
万
人
が
働
き

三
十
年
を
要
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
こ
れ
を
五
年
間
で

完
成
し
よ
う
t

考
え
た
。
現
代
の
機
械
施
工
に
よ
り
省
力
化
を
図
っ

た
と
し
て
も
、
機
械
運
転
工
は
必
要
で
あ
り
、
最
盛
期
に
は
、
や
は

り
三
千
五
百
人
の
労
働
者
が
配
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ひ
と
口
に
三
千
五
百
人
と
は
い
え
、
家
族
も
老
虚
す
れ
ば
、
お
よ
そ

一
万
人
は
こ
こ
に
居
住
す
る
こ
と
に
な
る。
正
し
く
新
し
い
街
づ
く

り
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
た
ち
の
計
画
は
、
職
長
家
族
棟
、
労
働
者
家
族
棟
、
独
身
者
寮

等
を
交
え
、
こ
れ
ら
を
二
キ
ロ
四
方
の
中
に
配
し
、
学
校
、
モ
ス

ク
、
食
堂
、
市
場
、
公
園
、
浴
場
、
集
会
場
等
公
共
施
設
も
設
け
る
。
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現
在
、
エ
ジ
プ
ト
政
府
は
急
増
す
る
都
市
人
口
の
住
宅
対
策
と
し
て
、

次
々
と
大
刑
＋
宅
地
開
発
を
進
め
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
に
呼
応
し
、

ニ
ュ
1

・
ク
フ
タ
ウ
ン
の
建
設
を
提
案
し
、
事
堂
歪
五
成
後
は
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
と

ニ
ュ
ー
－
ク
フ
タ
ウ
ン
が
百
万
都
市
ギ
ザ
の
郊
外
に
誕
生
す

る
。
し
た
が
っ
て
私
た
ち
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設
工
事
着
工
前
に
、

ニ
ュ
l

・
ク
フ
タ
ウ
ン

の
建
設
事
告
ヂ
ゲ
』
準
備
工
事
と

し
て

着
手
す
る

こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る

。

伺
電
力
設
備

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
き
れ
る
と
必
然
的
に
大
容
量
の
電

力
需
要
が
発
生
し
、
他
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
。
今
回
の
計
画
仁

お
い
て
も
エ
ジ
プ
ト
国
営
電
力
に
は
迷
惑
をかけ
な
い
方
針
を
貫
き
、

全
面
的
仁
自
家
発
電
力
設
備
（
九
千
J
門r
）
に
よ
る
こ
と
に
し
た。

同
給
排
水
設
備

生
活
用
水
の
確
保
は
、
一
日
二
千ト
ンの
消
費
を
考
え
、
豊
か
な
ナ

イ
ル
河
畔
に

一
時
間
二
百
ト
ンの
取
水
設
備
を
設
け
、
数J
に
わ
た
っ

一
万
人
の
汚
水
排
水
は
完
全
浄
化
の
う
え
、
工
事
用

水
（
盛
土
締
固
め
等
）
t

し
て
使
用
す
る
ほ
か
、
再
び
大
地
の
砂
へ
還

て
圧
送
す
る
。

構造物の高さと体積の関係凶

50 

140 

120 

100 

体積

累計体積

累計百分率

・蔵卓m

・大国廊断面図

E

的
国

元
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
設
備
は
当
面
工
事
施
工
中
（
五
年
間
）

を
め
ど
と
し
て
い
る
が

、

し
か
る
べ
き
時
期
に
ギ
、
ザ
市
の
行
政
機
関

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
私
た
ち
が
去
っ
た
あ
と
も
、
す
べ
て
の
設
備
が
十

分
機
能
で
き
る
よ
う
計
画
す
る
。

同
運
搬
斜
路
の
計
画

本
体
石
（
九
十
今
立
方
体
）
は
、一
個
当
た
り
約
一
一J
あ
る
。
い

ま
仮
に
人
力
で
こ
の
一
一J
の
石
を
垂
直
に
一
日
持ち
上
げ
る
仕
事t

水
平
に
一
幻
移
動
させ
る
仕
事
を
比
較
し
て
考
え
て
み
る
t

、
い
か

に
大
き
な
差
が
あ
る
か
想
像
が
つ
く
と
思
う
。

こ
の
差
の
克
服
が
斜

路
の
考
え
で
あ
り
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
考
え
で
あ
る
。

先
述
の
よ
う
に
建
設
の
原
点
が
運
搬
に
あ
る
と
す
る
考
え
か
ら
発

し
て
、
運
搬
を
効
果
的
に
行
う
場
合
原
則
と
し
て
次
の
点
が
考
え
ら

れ
る
。

a 

一
単
位
の
量
を
大
、
ぎ
く
す
る
。

運
搬
速
度
を
増
大
さ
せ
る
。

b c 

水
平
移
動
1
ζ

垂
直
移
動
を
同
時
に
行
う。

流
れ
の
法
線
を
変
え
な
い
。

d 

量

283,000 m' 

68,800 m’ 

46.6 m 

53,000 m' 

31, 329個

99 , 049個

3, 030, 263個

53,512偲

1価

57個

22 , 201個

・数

1.25ﾗ1.25ﾗ1.25 m （第2段）

1. 1 × 1 .1 × 1.1 柵（第3、第4段）

0. 9ﾗ0. 9ﾗ0. 9 m （第5段以降）

3.5 mﾗ3.5 mﾗ2.2 m Wキ20ton

垂直白地t =30%

1.5ﾗ1.5ﾗ1. 5 m （第 1段）

100 

h=l .5~ 0 . 9 m （角石共）

告。

水平目地t =5'% 

max490ton 

2.0 mﾗ8.5 m 

縁

表土除去

水平仕上

60 

•f:土

50 

アベックス（クラウン）石積工事

問詰工事

玄室工事

20 

基礎地盤錨削工事

基礎岩盤仕上工事

工事数量表

・項目

本体右石積工事

10 

表石石積工事

大回廊工事

」
「蜘
」
↑卿」
［

/ 

内部の詳細

ひつぎ

・東から見た互の部屋（棺の間・玄室の断扇国）

ネルソンの問

カ
ッ
タ
ー
は

ガ
イ
ド
レ
ー
ル
の
上
を
往
来
し
、
時
間
吋
た
り
、
五

平
方
幻
の
能
力
で
石
灰
岩
を
深
度
一μ
ま
で
さ
い
の
目
に
切
断
する。

水
平
方
向
の
切
断
は
、
油
圧
ジ
ャ
ン
ボ
l

、
ド
リ
ル
で二
十
五
勺
ピ
ッ

チ
に
穿
孔
し
、
微
量
火
薬
で
起
こ
す。
発
破
切
断
面
の
凸
凹
が
は
な

は
だ
し
い
場
合
は
チ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
り
整
正
す
る
。
こ
の
方
法
に
よ

れ
ば
、
カ
ッ
ター
切
断
面
は
五
ミ
リ
灯
の
精
度
で
仕
上
が
り
、
穿
孔
発
破

切
断
面
は
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス三
十
ミ
リμ

の
精
度
で
仕
上
が
る。
石
切

り
は

一
斑
当
た
り
、
毎
日
六
十
個
を
生
産
す
る
。

こ
の
石
切
り
工
事
に

は
百
班
の
石
切
り
班
を
設
け
、
日
産
六
千
個
の
生
産
能
力
を
維
持
す
る

。

肘
本
体
石
の
運
搬

一日
二
往
復
の

一台
の
ト
レ
ー
ラ
ー
は
十
個
の
本
体
石
を
積
み
、

作
法
木
を
行
う
。
一
日
六
千
個
の
運
搬
に
要
す
る

ト
レ
ー
ラ
ー
は

三
百

台
で
予
備
と
し
て
三
十
台
を
保
有
す
る。

岡
本
体
石
の
据
え
付
け

本
体
石
の
積
み
上
げ
方
法
仁
は
平
積
み
と
寄
積
み
の
二
方
式
が
あ

る
が
、
現
地
調
査
の
結
果
、
平
積
み
が
妥当
で
あ
る
と
判
断
し
、
こ

の
方
法
に
よ
り
積
み
上
げ
る
こ
と
と
し
た

。

き
て
、
本
体
石
を
積
ん

M
O
、

南
通
気
孔

・表石据付図

斜面勾配＝ 14:11

だ
ト
レ
ー
ラ
ー
は
三
十
六
ト

ン
油
圧
ク
レ
ー
ン
百
台
が
並
ぶ
ピ
ラ
ミツ

ド
石
積
み
面
に
上
る。

そ
し
て
走
行
路
と
駐
車
路
が
明
確
に
分
離
さ

れ
た
石
積
み
面
で
は
東
西
十
列
に
配
車
さ
れ
、
石
は
百
ヵ
所
の
据
え
付

け
場
所
で
ト
レ
ー
ラ
ー
か
ら

一
時
間
当
た
り
、
十
個
の
速
さ
で
取
り

は
ず
さ
れ
、
据
え
付
け
ら
れ
る
。

石
積
み
中
に
発
生
し
た
空
隙
に
は
、

プ
レ
ス
ク
リ
l

ト
で
送
ら
れ
た
間
詰
材
を
注
入
す
る
こ
と
に
よ
り
上

段
構
築
へ
の
安
定
を
期
す
る。

内
玄
室
の
巨
石

ア
ス
ワ
ン
上
流
で
切
り
出
す
花
商
岩
の
巨
石
は
門
型
ク
レ
ー
ン
に

よ
り
積
み
込
む。

運
搬
に
は
五
百ト
ント
レ
ー
ラ
ー

一台
の
は
か

二
百

ト

ン
ト
レ
ー
ラ
ー
五
台
を
用
い
、
千
キ
ロ
離
れ
た
ア
ス
ワ
ン
よ
り
約一

ヵ
月
か
か
っ
て
ギ
ザ
ま
で
運
ぶ
。
こ
れ
ら
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
は
台
数

に
制
限
が
あ
る
た
め
、
巨
石
据
え
付
け
ま
で
に
五
往
復
さ
せ
、
所
定

の
個
数
を
建
設
場
所
に
集
積
さ
せ
て
お
く

。

同
表
石
の
加
工
製
作
据
え
付
け

表
石
（
白
色
石
灰
岩
）
は
ナ
イ
ル
対
岸
か
ら
、
日
産
百
個
の
割
で
台

形
の
石
を
切
り
出
し
、
現
地
の
加
工
場
で
仕
上
げ
る

。

表
石
の
仕
上

運
搬
手
段
の
切
替
え
を
避
け
る
。

摩
擦
抵
抗
を
避
け
る
。

断
続
運
搬
よ
り
連
続
運
搬
を
図
る
。

等
々
で
あ
る
。
今
回
の
私
た
ち
の
計
画
にお
い
て

は
本
体
石
は
ピ
ラ

ミ

ッ
ド
に
忠
実
に
建
設
す
る
と
い
う
こ
と
で
九
十
で
と
し
た
が
、
ト

ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
の
原
則
は
十
分
に
検
討
し
生
か
し
た。

今
日
の
機
械
施
工で
は
ク
レ
ー

ン
、

ジ
ャ
ッ

キ

の
活
用
に
よ
り
垂

直
運
搬
は
極
め
て
安
易
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
対
象
物
が
五
百
ト
ン

に
も
な
る
玄
室
の
巨
石
を
六
十
灯
ま
で
引
き
上
げ
る
と
な
る
と
、
ど

う
し
て
も
斜
路
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。刊
れ
に
及
ぶ
幅
員

は
石
積
み
の
進
捗
と
と
も
に
盛
り
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
斜
路
の

構
築
用
車
両
（モ
ー
タ
ス
ク
レ

l

パ
l

）
が
同時
に
走
行
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
に
計
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
面
は
完
成
し
た
部
分
よ

り
逐
次
舗
装
し
、
｛
元
壁
な
輸
送
路
と
し
て
活
用
す
る
。

岡
本
体
石
の
切
り
出
し

表
土
を
除
去
し
た
後
、
所
定
の
品
質
を
有
す
る
石
灰
岩
を
得
る
ま

で
は
三
十
ト
ン級
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
り
開
削
す
る。
図
示
し
た
円
板

e f g 

1 ヶ処

125 m 

5. 65 mﾗ5.15 mﾗ6. 75 m 

全体積2,600,000 m・

第2段 l.25m 第3段～第4段 I. I Orn 

以降0 . 90m

入口（北面） GL + 16.75m（中心線より東側7. 32m) 

石材の間隙 1～5段 表面研磨仕上 2%未満

6段以上 水平問機 5%未満

大回廊（別図）

30%未満垂直間隙

通気孔（ 23 . 5cm × 23cm)

146.GOm 基面幅230.42m

11 ( 51 。52 ’）

23. 5cmﾗ23cm 

1.50m 

158段

14 

玄室（別図）

主紀の部屋

段数

設計諸元

高さ

通気孔

第1段

第5段

傾斜

クフ王型大ピラミッド建設工事工程表
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事
事
事

事
工
事
工
事
エ

工
事
設
工
十
ヱ

付

事
事
去
事
エ
施
付
ヲ
入
片

エ
エ

除
去
作
据
サ
事
事
一
定
跡

政
信
土
工
撤
製
ト
ト
エ
エ
産
去

建
設
表
築
日
制
ペ
鳴
館
常
生
搬

地
仮
場
礎
構
力
、
べ

z
E
溝
材
備

位
般
石
路
石
石
レ
帯
室
詰
設

居
全
採
基
斜
車
虫
採
工
附
玄
間
仮

工事名称

げ
な
ら
び
に
据
え
付
け
の
精
度
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
石
積
み
の
定
規
と
な

る
た
め
特
仁
厳
密
性
を
要
し
、
表
面
も
水
研
ぎ
程
度
に
仕
上
げ
る
。

こ
の
表
石
の
輸
送
は
市
内
に
架
か
る
橋
梁
を
使
っ
て
陸
送
と
す
る

。

制
問
詰
材
料

問
詰
材
は
石
膏
粉
（
ナ
イ
ル
上
流
産
）
、
石
灰
石
粉
（
現
地
産
）
、
細
砂

（
現
地
産
）
を
そ
れ
ぞ
れ
均
等
に
配
合
し
、
水
を
加
え
て
練
り
混
ぜ

、

プ
レ
ス
ク
リ
l

ト
に
て
石
積
み
箇
所
ま
で
圧
送
す
る
。

＠
施
工
段
階
別
の
技
術
的
な
検
討

付
基
礎
地
盤
の
仕
上
げ

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
全
体
の
重
量
は
お
よ
そ
五
百
八
十
万
ト
ンと
推
測
さ
れ

る
。

中
央
部
の
荷
重
は
、一平
方
灯
当
た
り
三
百
七
十
ト
ン
と
計
算

き
れ
、
こ

の
重
量
に
耐
え
う
る
地
盤
は
相
当
強
固
な
も
の
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
。
現
地
の
地
質
図
よ
り
、
古
第
三
紀
の
石
灰
岩
が
広
範

囲
に
分
布
し
、
一
平
方
灯
当
た
り
、
千
ト
ン以
上
が
期
待
で
き
る
の
で

建
設
に
は
問
題
な
に
き
て
仕
上
げ
作
業
で
あ
る
が
、

一
辺
が
二
百

三
十
灯

に
も
及
ぶ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
基
礎
地
盤
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
お
よ

35 36 



び
グ
レ
ー
ダ
ー
で
切
削
し

、

レ
ー
ザー
光
線
に
よ

り
標
定
し

て
水
平

面
に
仕
上
げ
る
。

こ
の
仕
上
げ
面
に
は
礎
石
（高
さ
瓦
十
Hン
）を
敷
き

詰
め
る

。

同
古
聞
き
印れ
ま
で
の
石
積
み

こ
の
高
さ
ま
で
は
、
斜
路
に
よ
り
ト
ラッ
ク
で
運
び
上
げ
る。

こ

こ
ま
で
の
施
工
対
象
量
は
全
体
の
八
O
%
に
及

、

び
、
約
二
年
間
を
要

す
る

。
最
も

重
要
な
点
は
盛
土
工
事
と
歩
調
を
そ
ろ
え
る
か
た
わ

ら
、
日
産
六
千
個
の
石
を
完
全
に
措
え
付
け
る
た
め
、
百
台
の
据
え

付
け
油
圧
ク
レ
ー

ン
が
同

一
施
工
テ
ン
ポ
を
維
持
し
、
つ
ね
に
施工

平
面
が
同
じ
段
上
、
同
じ
平
面
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
あ
る

。
表
石
を

定
規
と

す
る
た
め
、
中
央
部
が
一
段
遅
れ
る
こ
と
は

否
め
な
い
が
、

全
面
の
施
工
進
捗
管
理
が
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
。

ま
た
、
通

路
、
大
回
廊
、
玄
室
の
巨
石
等
の
作
業
も
並
行
し
て

行
わ
れ
る
た
め

、

こ

の
作
業
と
の調
整
も
重
要
な
点
で
あ
る

。

同
高
さ
ω
れ
か
ら

ω
れ
ま
で
の
石
積
み

六
十
れ
か
ら
八
十
灯
の
聞で
は
約

一
O
%
（三
十
三
万
個
）の
石

を
積
む
。
こ

こ

で
の
積
み
上
げ
は
、
ピラ
ミ

ッ
ド

の
三
辺
と
申
央
部

石質はきめの細か
い良質の大谷石程
度

最大量A400 ton 量畳13 . 4m

各々 11 3 配合

・工種 ・職長 ・運転工－・技能エ・普通作業員一一一・計

斜路盛土工事 20人 110人

考備運搬距離

2km 

15km 

I 000 km 

2km 

200km 

岸TURA

地

ナイ ル上流MALLAWI 

対

ナイル上流ASWAN

1見

i也

1也現

窪

労務計画表・最盛期・

質

黄色石灰岩

白色石灰岩

』“耳宝

粉

縄

膏

材

花

石

材料仕様

石体本
卜
表

体本
石

石玄室 ｜ 巨

割
し
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
能
率
を
検
討
し
た
結
果
、
当
初
六
台
のエ
レ

ベ
ー

タ
ー

を
据
え
、
最
終
二
台
に
ま
で
し
ぼ
る
必
要
性
が
生
じ
た
。

こ
れ
は
ク
レ
ー

ン
に
よ
る
作
業
現
場
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
、
石
積

み
面
積
が
漸
減
す
る
た
め
で
、
し
か
も
そ
の
聞
の
作
業
効
率
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
六
台
の
エ
レ
ベー
タ
ー

は
石
積
み
面
が
十
ν
上
昇

す
る
ご
と
に

一
台
ず
つ
減
少
さ
せ
ざ
る
を
得
な
に
そ
の
上
、
各
段

階
で
少
な
く
と
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
ク
レ
ー
ン
の
据
え
付
け
能
力
の

a

一位
川
の
例
数
を
運
び
ト
し
げ
る
必
要
が
あ
る

。

そ
う
す
れ
ば
エ
レ
ベー
タ

ー
の
休
止
期
間
中
も
、
施
工
面
と
同
様
な
速
度
で
伸
長
さ
せ
るこ
と

が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
J
今
日
、
ピ
ル
建
設
に
用
い
ら
れ
る
セ
ル
フ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
方
式
をこ
こ

に
採
用
す
る

。

同
最
頂
部
川
れ
ま
で

最
項
部
ま
で
の
残
り
十
段
は0
・

O
凶
%
に
相
当
す
る
千
三
百
個

の
石
を
積
み
上
げ
る
こ
とt
な
り
、
作
業
面
積
も

一
辺
十
三
日
以
下

に
狭
ま
る
た
め
、
ク
レ
ー

ン
車
の
稼
動
で
き
る
ス
ペー
ス
の
確
保

も
不
可
能
と
な
る
。

そ
こ
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

を
使
用
し

て
運
搬
す
る。

台
の
大
型
機
に
よ
り
、

一時
間
二
往
復
し
九
十
日
か
か
っ
て
千
三

百
佃
を
運
ぶ。

こ
の
段
階
で
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー

の
解
体
や
、
斜
路
の

撤
去
が
同
時
に
進
め
ら
れ
る
。

本
体
に
付
属
し
て
い
た
運
搬
手
段
は

逐
次
除
か
れ
、
表
面
の
清
掃
が
な
さ
れ
、
い
よ
い
よ
仕
上
げ
の
段
階

に
入
る
。

最
項
部
に
は
ク
ラ
ウ
ン
’
と
し
て
約二十
J

の
石
を
積
む。

二
十
J
も
の
石
を
運
ぶ
こ

と
が
で
き
る
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー

は
、
民
間
に

最
後
の

一個
は
、
エ
ジ
プ
ト

空
軍
に
依
頼
し
、
軍
用

機
を
チ
ャ
ー

タ
ー

す
る

。

私
た
ち
に
は
軍
用
へ
リ
の
使
用
料
が
計
算

で
き
な
い
の
で
、
政
府
に
協
力
を
申
し
入
れ
無
料で
提
供
し
て
い
た

だ
く
、
」
と
と
し
た

。

は
な
い
の
で
、

＠
施
工
管
理

次
に
私
た
ち
は
工
事
を
意
図
し
た
目
的
に
そ
い
、
品
質

、

工
費
、
安
全
性
を
満
足
さ
せ
る
た
め
そ
れ
ぞ
れに
応
じ
た
管
理
体
制
、

設
備
を
考
え
た
。

そ
れ
が
施
工
管
理
で
あ
る。
こ

の
工
事
に
お
い
て

は
三
百
三
十
万
個
の
石
材
の
品
質
管
理t

、

切
り
出
し

か
ら
据
え

付

け
ま

で
の
工
程
管
理
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

。

t

り

わ
け
、
各
段
の
不
均

一
、
不
整
合
は
上
層
に
対
し
て

安
定
を
欠
く
お

そ
れ
が
あ
る
の
で
、
石
材
の
形
状
寸
法と
、
そ

の
材
質
の
管
理
は
極

工
期

、

用途

石切り場表土除去斜路
, 

I 

斜路

,, 

石切り場

II 

,, 

石遺搬

石据え付け
,, 

II 

玄室の巨石切り出し

巨石運搬
,, 

困地用砂、 石粉製造
II 'I 

J’ II 

自負包用

右明り場繍助作集
II 

連絡他

作業員輸送

工事事務所、 宿舎

を

先
行
し
て
行
う

が
積
み
上
げ
た
谷
聞
に
は
当
初
百
台
あ
っ
た
ク
レ

ー
ン
が
逐
次
減
少し

、

一
日
当
た
り
の
積
み
上
げ個
数
も
最
大

一日

六
千
個
か
ら
、中
間
時
に
至
り

一日
三
千
個
ま

で
低
下
す
る
。

最
終

で
は
斜
路
の
上
端
正
面
に
配
置
さ
れ
た
七
台
の
ク
レ
ー

ン
で
石
積
み

す
る
た
め

一
日
四
百
個
に
ま
で
減
少
す
る

。

こ

の
漸
減
施
工
を
工
程

的
に
み
る
と
百
五
十
日
を
要
す
る
。

阿
古
間
さ
別M
か
ら
m
M
ま
で
の
石
積
み

八
十
幻
か
ら
百
三
十
八
れ
ま

て
に
は
二
十
四
万
個
の
石
を
積
む。

量
に
し

て
全
体
の
七
%

、

高
き
に
し

て
残
り
四
三
%

、

コ
ス

ト
と
時

聞
が
飛
躍
的
に
増
大
す
る
の
は
こ
こ

か
ら

で
あ
る

。
高
さ

百
灯
に
お

け
る
作
業
面
積
は

一
辺
七
十
μ
、
配
す
る
ク
レ
ー

ン
の
台
数
は
作
業

効
率
か
ら
計
算
し
て

二
十
五
台
と
な
る
。
一
日
の
据
え
付
け
能
力
は

千
五
百
個
が
限
度
で
あ
り
こ
れ
に
見
合
う

搬
入
と
な
れ
ば

、

ト
レ

ー

ラ
ー
は
台
数
に
し

て
百
五
十
台
で
あ
る

。
一
日
百
五
十
台
分
の
荷

さ
ば
き
の
た
め
に
は

、

ト
レ
ー

ラ
ー

ご
と
エ
レ
ベ
ー

タ
ー

で
据
え
付
け

面
ま
で
引
き
上
げ
る
方
法
を
採
用
し
た
。

こ
れ
が
す
な
わ
ち
リ
フ
ト

ア

ッ
プ
工
法で
あ
る
。

ま
た
こ

の
間
の
施
工
を
さ
ら

に
五
段
階
に
分

280人

1, 190人

240人

150人

540人

400人

3 , 500人

450人

170人

80人

1 20人

850人

120人

20人

50人

100人

1 00人

20人

1 , 440人

60人

30人

1 35 人

90人

70人

200人

60人

180人

795人

数量

20 

5 

20 

2 
10 

3 

10 

235 

34 

40 

65 

340 
100 

6 

2 

3 

2 

4 

2 

8 

20 

20 

20 

200 

30 

50 

50 

9 

名 称 ｜ 形 状
ブル ドーザー I 42 t D-9 

ブル ドーザ － I 11tD-5 

モータスクレーパー I ss mｷ 6510 

ホイールロ ーダー I 1.4 mｷ 

ダンプトラ ッ ク l6t 

モータグレーダー l4.3m 14G 

散水車 I 5. 5 mｷ 
大口径切断機 ｜ プレード 100 ”
油圧ドリル I s ブーム
フォークリフト I st 
トラ ッ ククレーン ｜ 油圧36 t 

トレーラト ラッ ク ｜ 平床式20 t 

トラ ッ ククレーン ｜ 油圧40 t 

貨物 リフト I sotﾗ80 m 

ヘリコプタ－ I 2.5 t 

ヘリコプター ｜ 大型
油圧ドリル 1 3 ブーム
コンプレッサー I IOm•/ m in 
トラ ッ ククレーン I 221 t 

門型クレーン I 500 t 

トレーラトラック I 500 t 

トレーラトラック I 200 t 

インパクトクラッシヤー［ 40t/hr 

ホイ ールローダー I 1.4 m• 
ダンプトラック I 6 t 

モルタル吹付機 I 5 m• / hr 
コンプレツサー [ 10 m• / min 
ピックハンマー I CA7 

コンプレ ッサー I 7 m•/ m in 
ジープ・ ライトバン

ノ ＂ A.
発電機

30人

105人

10人

50人

450人

100人

100人

20人

985人

40人

100人

20人

主要工事樹成一覧表

280人

20人

10人

40人

50人

10人

10人

石切工事（本体石）

石切工事（表 石）

エレベーター工事

合計

その他作業

玄室工事

運搬工事

据付工事

問詰工事

め
て
重
要
で
あ
る
。

ハ門品
質
管
理

石
材
の
品
質
の
良
否
を
判
定
す
る
要
因
は
、

a

強
度

、

耐
久
性

、

耐
衝
撃
性
が
あ
る
か

b

十
分
な
精
度
の
形
状
寸
法
を
満
足し
て
い
る
か

に
分
類
さ
れ
る。

は
保
石
場
で
行
わ
れ
る
も
のt
、
運
搬

こ

れ
ら

一
連
の
試
験
、
検

途
中

に
設
け
た
品
質
管
理
棟
で
行
う
も
の
に
分
け
ら
れ
る

。

各
々
の

採
石
場
で
は
、
石
材
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
圧
縮
試
験
を
行い
、
そ
の

強
度
を
判
定
す
る

。

同
時
に

、

探
石
場
全
域
に
わ
た
り
露
出
し
た
石

灰
岩
を
各
切
り
出
し
層
ご
と
に
蝉
性
波
試
験
（
岩
石
の
中
を
伝
播
す

る
弾
性
波
の
速
度
を
調
べ
る

試
験
）
を
行
い
、
石
材
の
密
度
強
度
を

調
べ
る
。

方
、
切
り
出
さ
れ
た
石
材
も
ラ
ン
ダ
ム
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に

よ
り
、
個
別
に
弾
性
波
試
験
を
行
い
、
採
石
地
で
得
た
資
料
、
と
対
応

照
合
す
る
。

ま
た
石
材
の
形
状
寸
法
の
試
験
は
、
切
り
出
さ
れ
た一

例
一個
の
石
材
を
コ

ン
ベ
ア
1

に
乗
せ
、
立
方
体
の三
方
向
か
ら
ポ
テ

ン
シ
ョ
メ

ー

タ
l

式
変
位
測
定
器
に
よ
り
検
査
す
る。

形
状
寸
法
の

管
理
試
験
は
、
自
動
化
さ
れ
て
お
り
、
不
良
品
は
即
座
に
別
系
列
コ

ン
ベ
ア
l

に
流
さ
れ
摘
出
さ
れ
る
。

す
べ
て
の
検
査
結
果
は
、
中
央コ

ン
ト

ロ
ー

ル
室
に

逐
一
伝
達
き
れ
、
分
析
の
上
、
採
石
場
へ
フ
ィ

ー

ド
バ
ッ
ク
さ

れ
、

生
産
部
門
に
指
示
さ
れ
る
。

同
工
程
管
理

工
程
管
理と
し

て
は

、

石
材
の
採
取、

運
搬
、
据
え
付
け
の

一連

工
程
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
進
捗
状
況
を
把
握し
、
自
動
的

に
、

中
央
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
室
へ
情
報
を

発
進
伝
達
す
る

方
式
を
採
用

す
る
。

例
え
ば

、

円
板
カ

ッ
タ
ー

の
切
削
移
動
函
数と
そ

の
深
度

か
ら
、
各
機
械
の
切
削
量
情
報
を
電
送
する
。

ま
た

、
集
積
場
で
は

各
ト

レ
ー
ラ
ー

の
運
送
回
数
を
運
搬
量
とし
て
把
揮
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん

、

石
積
み
個
所で
は
各
ク
レ
ー

ン
が
据
え
付
け
た
個
数
を
百
台

の
ク
レ
ー

ン
か
ら

、

そ
れ
ぞ
れ

別
の
チ
ャ
ン
、不
ル
と
発
信
音
長
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
り、

無
線
で
情
報
発
進
す
る
。

こ

れ
ら
一連
の
施
工
管
理

は
前
も
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

、

コ
ン
ピ

ュ
l

タ
ー

を

利
用
し
て

、
集
計

、

分
析
さ
れ

、

そ

れ
ぞ
れ
の
作
業
個

所
へ
的
確
に
指
示
さ
れ
る
。

そ

の
た

め
中
央
コ

ン
ト
ロ
ー

ル
室
は
正

に

施
工
管
理
の心
臓
部
で
あ
り
、

人
、
機
械、

時
聞
を
最
も
有
効
に

60人乗

1 OOOKVA 
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用
い
る
管
理
の
中
枢
で
あ
る
。現
場
の
管
理
運
営
は
、
れ
を
項
点

と
し
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
ご
と
く
組
織
さ
れ
る
、
』
と
が
肝
要
と
な
る
。

＠
見
積
り
の
条
件

私
た
ち
は
最
終
的
な
見
積
り
段
階
に
至
り
、
現
地
か
ら
次
の
条
件

を
入
手
し
た
。

ハ
門作
業
時
間

八
時
間

同
年
間
労
働
日
数

二
百
五
十
日

同
賃
金
（

一
日
当
た
り
）

職
長

整
備
工

四
千
円

一
二千
円

ク
レ
ー
ン
運
転
手

四
千
円

重
機
運
転
手

千
円

ト
レ
ー
ラ
ー
運
転
手

三
千
円

技
能
工

三
千
円

貝

金

、 主主E

砂是
涙イI
地菜
て貝
の

~~ 
よ
る
害iJ
増
分

建
設
ブ
i

ム
に
よ

る
労
働
需
給
の
変
動
かb
多
少
の
値
上
が
り
を
見
込
ん
で
い
る
。

同
建
設
機
械
輸
入
税

一般
機
械

四
五
・
五
%

輸
送
用
車
両

三
問
・
O
%

同
海
外
輸
送
費

ト
ン
当た
り
）

三
万
円

。
現
在
、
日
本
で
建
設
さ
れ
て
い
る
ダ
ム
の
工
事
費

と
の
比
較

現
在
、
日
本
に
お
い
て
建
設
中
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
の一
立方

口
当
た
り
の
建
設
標
準単
価
を
、
私
た
ち
の
計
岡
し
た
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

と
比
較
す
る
と
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
は二万
四
千
円
前
後
、
大
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
は
四
万
八
千
円
と
な
り
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
建
設
単
価
は

ダ
ム
i
事
費
の
約
二
倍
と
な
る二
方
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
が
行っ
た

工
法
に
基
づ
き
、
当時
二
十
万
人
が
一
ム十
年
か
か
っ
た
と
単
純
に
計
算

す
る
と
、
現
在
の
労
賃
に
換
算
し
、二
十
力
人
×
三
十
年
×

十
二
ヵ

刀

×
六
万
円
／
月
H

約
問
兆
円
と
な
る

。

建
設
計
画
策
定
作
業
を
終
え
て

私
た
ち
の
現
代
工
法
に
よ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設
計
画
の
試
み
は
、

応
の
成
果
を
得
て
完
了
し
た。
計
画
に
着
手
し
て
以
来
約

二
ヵ
月
、
ス
タ
ッ
フ
は
各
方
面
で
資
料
を
収
集
し
、
綿
密
な
検
討
を

加
え
な
が
ら
計
岡
を
進
め
た
が
、
作
業
は
れ
J
忽
以
上
に
難
航
し
た。

し
か
し
、
私
た
ち
は
つ
ね
に
、
「
娃
設
と
は
何
か
」
の
出
点
に
す

いち
、

建
設
と
は
運
搬
で
あ
り
占
人
1

不
変
の
原
理
で
あ
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

’
と
し
て
、
私
た
ち
が
そ
の
原
理
を
忠
｛
尖
に
実
践
す
る
た
め
の
方
法
論

を
打
ち
出
し
て
い
く
か
ぎ
り
納
得
の
い
く
結
論
が
得
ら
れ
る
も
の
と

こ
こ
に

確
信
し
た
。

私
た
ち
の
検
討
し
た
工
法
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
中
央
に
空
洞
を
設

け
、
垂
直
エ
レ
ベー
タ
ー

で
石
材
を
上
げ
る
方
法
、
鋼
材
を
大
量
に

組
ん
だ
螺
旋
桟
崎
を
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
周
辺
に
設
け
、
搬
路
と
す
る
←
刀

法
、
あ
る
い
は
ま
た
、
タ
ワ
ー

ク
レ
ー

ン
を
巾
央
に
林
立
さ
せ
て
積
み

上
げ
る
方
法
な
ど
各
般
に
及
ん
だ
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
L
法
に
は
、

L
期
、
建
設
費
、
施
工
性
な
ど
の
問
題
で
そ
れ
ぞ
れ
長
短
が
あ
り
、

単

一
の
工
法
を
保
用
す
る
に
は
問
題
が
多
く
、
種
々
検
討
の
結
果

斜
路
工
法
の
探
用
と
な
っ
た
。

遠
く
四
千
余
年
も
前
に
、
エ
ジ
プト人
が
黄
色
い
砂漠
の
中
で
、

何
を
思
い
、
何
を
望
ん
だ
か
を
私
た
ち
は
知
る
由
も
な
い
。
ク

フ
王

の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
中
に
深
く
立
ち
入
り
玄
室
の
神
秘
に
触
れ
た
ス
タ

コ
ッ
ト
レ

ル
の
著
し
た
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
秘
密
」

の

一
節
を
紹
介
し
、
チ
ー
ム
解
散
の
弁
とし
た

の
が
印
象
的
だ
。

「
た
だ一
つ
の
こ
と
だ
け
は
確
か
だ。
最
後
の
ベ
ー
ル
が
は
が
き

れ
、
そ
し
て
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
が
す
べ
て
知
り
つ
く
さ
れ
る
時
が
や
っ
て

ツ
フ
の

人
カ1

そ
の
魅
力
の
つ
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

。

エ
ジ

プ
ト
の
空
に
そ
び
え
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
偉
容
は、時
に
対
す
る
大
胆

な
反
抗
と
人
類
の
不
死
へ
の
希
求
の
故
に
、
未
来
の
人
々
の
心
を
か

き
た
と
し
て
も
、

き
た
て
続
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
：
・
。

私
た
ち
の
作
業
は
終
っ
た。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
のコ
ヲ
月
問
、
日

常
業
務
を
抱
え
な
が
ら
も
精
力
的
に
計
画
に
取
り
組
ん
だ
ス
タ
ッ
フ

の
両
々
の
意
欲
を
か
き
立
て
た
も
の
は
何
か
。
こ
れ
も
ま
さ
に
ピ
ラ

、
ッ
ド
の
も
つ
不
思
議
な
魅
力
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か

。

・円板カ・：／ 7ーと油圧ジャンボードリ Jレに
よる本体石の切り出し現場

・高さ 60mから BOmまで
斜路上端までトレーラーで巡倣し、クレーンに
より周辺から順次b'tみ l:l f る

．大型クレーンを用いた本体石の積みおろし

- 

. 

・高さ 80mから 138 m まで
リフトア ップ万式により巡綴トレー
ラーごとエレベーターでイ7航み 1ru
まで搬入する。

・基礎地盤から高さ 60m まで
斜路を造りながら巡割程トレーラーにより
イ［配置み 1f1iへ也被来り入れる ．

・最頂部 147mまで
へリコプターによる依f！（部への
ピストン輸送とクラウンの獄え
付け

39 ・500 ト ントレーラーによる玄室巨石の運搬
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